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公益財団法人 菊池美術財団 

 

令和８年度（第 24 年度）事業計画書 

（令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日） 

 

Ⅰ．方針 

１． 現代の陶芸を中心に現代工芸の展覧会を企画運営する美術館として、多くの来

館者に陶磁器を中心とした工芸の魅力と将来像について発信することにより美

術・文化の振興に寄与する。 

２． 優れた陶芸家・工芸家等の表彰と、入賞・入選者による講演会等の開催により

現代工芸界等の発展に寄与する。 

３． 美術鑑賞の教育普及活動を推進し、地域との連携を図ると共に社会に貢献する。 

 

Ⅱ．事業 

１． 美術作品の収集、保存、公開 

（1）収集 

収蔵作品の充実を図り、現代における陶芸作家の中から優秀作品を予算の範囲内

で厳選し購入します。 

 

（2）保存 

収蔵作品の保存、公開のために、毎日状態を観察把握し遺漏なきよう管理します。 

 

（3）公開（展覧会の企画開催） 

 

2026 年度は、展示室および建物関連設備の修繕工事を予定しているため、展覧会は以

下の 1回を予定しています。修繕工事につきましては、「Ⅲ．運営体制に関する取り組

み等」にて記載しております。 

 

1）「概念を編む―関島寿子の植物造形（仮称）」（バスケタリー） 

2026 年 11 月 14 日（土）～2027 年 3 月 22 日（月・祝）（予定）102 日開館 

前期：11 月 14 日（土）～1 月 11 日（月・祝）  47 日 

後期：1 月 19 日（火）～3 月 22 日（月・祝）  55 日 

  

 当館で関島寿子の作品を紹介するのは 2014 年度に「陶の空間・草木の空間―川崎毅

と関島寿子」展を開催して以来 2 回目になります。前回は二人展でしたが、今回は個展

として開催します。 

関島寿子（1944～）は編組技法で植物の造形作品を制作しています。編組とは植物や

布、糸、金属など繊維状のものを編んだり組んだりして成形する方法です。関島は、そ

の編組の構造に着目し、構築法と素材の性質、形態の関係を分析的にとらえ、定式とし
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て体系化しています。そして、その定式にさらに「自分を割り込ませ」、関島は定式の

外に作品を存在させるのです。割り込ませる自分とは、疑問や仮説、発見をもとにした

思考の展開であり、それが定式を超える方法、つまり作品の見所となります。 

本展では、関島寿子の思考の展開を通し、編組の原理を造形化したその制作を紹介し

ます。 

植物素材の⾧期展示を避けるため、本展は前期と後期で作品を入れ替え、約 4 か月の

会期で開催することを予定しています。 

 

（4）調査・研究 

1）陶磁器を中心とした近現代工芸及びその関係資料に関する調査研究 

・近現代工芸史及び現代の状況に係る資料等の収集を行い、工芸文化についての調査研

究を行います。 

2）収蔵品の調査及び研究 

・収蔵作品についての資料整理と調査研究を行います。 

 

（5）現代における陶芸作家の育成、表彰 

1) 菊池ビエンナーレ展（作品の一般公募と入賞･入選作品の展示） 

・隔年で開催し、21 世紀の陶芸界の新たな展開を探り、新進作家等の創意あふれる作

品に対し大賞・優秀賞・奨励賞等を授与します。 

・第 11回での実績を踏まえ、実施方法の改善を図りながら内容検討し、第 12 回（2027

年度）の実施に向けて、募集要項の検討、作成を行います。 

 

（6）現代における陶磁器を中心とした工芸及びその関係資料に関する目録その他の刊行

物の作成頒布並びに陶磁器等の頒布品の制作、販売 

・現代における陶磁器を中心とした工芸及びその関係資料に関する刊行物の作成頒布

や陶磁器等の頒布品の制作、販売をします。 

 

（7）関連行事の開催 

1) ギャラリートークの開催 

展覧会ごとに原則として土曜日定時に担当学芸員によるギャラリートークを会期中

複数回開催（列品解説）。観覧料のみ（聴講無料）。 

 

2) 講演会、対談の開催 

展覧会の会期中に 2～3 回、専門家や出品作家による講演会、対談等を開催（歴史的

あるいは評論的見地による講演会、制作者側による講演会など、組み合わせを吟味して

企画）。観覧料のみ（聴講無料）。約 50 名／回対象。 
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２． 美術鑑賞の教育普及 

(1)各展覧会における関連行事の実施 

・各展覧会において、前述いたしましたギャラリートークや講演会、対談などを実施い

たします。 

 

(2）港区との連携 

1)港区ミュージアムネットワークへの参加 

・港区ミュージアムネットワークは、港区内の美術館・博物館等が相互に連携・協力し

て、区内に集積する文化財・文化資産の有効な活用を図りながら、各館独自の特色を生

かした事業を展開するとともに、広く情報を発信し、区民及び区を訪れる人々の豊かで

充実した暮しを実現することを目的としたものです。智美術館も各館と連携し、積極的

に各種取り組みに参加します。 

 

2）「ミナコレ（MINATO COLLECTION）」への参加 

・港区で実施する「ミナコレ（MINATO COLLECTION）」に参加します。秋から冬にかけて

の期間中（10～12 月）には区内の文化施設が連携し、通常の展示のほかにもそれぞれ

の館の特色を生かしたワークショップ、スタンプラリーなどを行なっています。智美術

館も港区の文化芸術施設間を巡るスタンプラリーに参加する等、現代における陶磁器

を中心とした工芸の美術館としての魅力を発信します。 

 

3）高齢者支援課の企画への参加 

・高齢者にいきいきと健康的に芸術・文化に接するきっかけづくりを目的とする「いき

いきミュージアム巡り」に智美術館も依頼に応じて参加し、企画展見学会を行います。 

 

4)港区公共施設との連携 

・各展覧会において、港区内の各公共施設と連携し、展覧会の情報発信を積極的に行っ

ていきます。 

 

(3）NPO 法人や地域諸団体と連携した各種プログラムの実施検討 

・美術鑑賞プログラムを企画する NPO 法人や地域諸団体と連携し、子ども、或いは親子

を対象とした美術鑑賞プログラムの実施を検討します。 

 

３． 広報活動の充実 

・展覧会ごとに作成するプレスリリースを活用し、新聞、雑誌、テレビ、インターネッ

ト等のマスコミに対する積極的な情報発信を行います。あわせて、企画展の内覧会当

日に「プレスプレビュー」を開催することで、企画展の記事取材等を推進していきま

す。 

・インターネットを活用した広報活動として、美術館ホームページを積極的に活用する
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とともに、SNS（Instagram、Ｘ、Facebook、Threads 等）での定期的な情報発信を目

的に応じて活用していきます。また、各種媒体における有料記事も有効に活用し、情

報発信の範囲拡大を目指します。 

・東京メトロ等の主要駅へポスターを掲示し、沿線利用のお客さまに対して周知を行

い、認知度向上を図ります。 

・英語の情報発信を充実させ、これまでアプローチできていなかった方々への周知を拡

大していきます。 

 

４． 情報収集活動 

（1) 地域・他団体との連携 

・近隣の大倉集古館・泉屋博古館東京とは、連携して情報収集等を行います。 

・毎年秋に開催される近隣の森ビル・サントリーホールのアークヒルズ音楽週間に参加

します。音楽と美術のコラボレーションによる新たな客層の開拓と、周辺地域との連

携強化を図ります。 

・ぐるっとパス 2026 に参加し、広く都民および東京を訪れる人に芸術文化に親しむ機

会を提供します。 

 

（2）他美術館との連絡会等への参加 

・日本博物館協会会議、私立美術館会議等に出席し、情報交換を密にすることにより美

術館運営に反映させていきます。 

 

 

Ⅲ．運営体制に関する取り組み等 

(1)ガバナンス向上に向けた取り組み 

・社内規程の整備を行い、職員への浸透を進めることで、組織力の向上を図ります。 

・災害発生時に備え、定期的な防災訓練の実施やマニュアル整備を図り、お客さまの安

全と作品の安全を保全するための体制を構築します。 

 

(2)博物館法改正への対応 

・博物館法改正に伴い、登録博物館として継続するには再登録の手続きが必要になりま

す。経過措置期間内の再登録手続きを行い、引き続き登録博物館としての活動ができる

よう対応します。 

 

(3）展示室修繕工事の実施 

開館より 20 年以上が経過しており、展示室および周辺設備の経年劣化が進行してい

る状況です。現時点では大規模改修を要する状況には至っていないものの、壁面・展示
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台などに不具合が散見され、今後の安全な運営および安定した展示環境の維持のため

には、集中的な補修が必要な段階にあります。 

 

あわせて次の展覧会の開催に向けた展示環境の改善などを実施することで、より質の

高い鑑賞体験を提供することができます。これらは、現状の課題を解消するとともに、

美術館運営の安定化につながるものと考えます。 

 

以上のことから、約半年間の休館期間を確保し、必要な修繕および展示環境の改善を

集中的に実施します。これにより、施設の安全性・信頼性を高め、今後の事業展開に向

けた基盤整備を行います。 

 

・実施内容（予定） 

実施期間：2026 年 4 月～10 月 

・エレベーターホール壁面の欠損部の補修、塗装 

・展示台塗装 

・壁面、展示台和紙貼り替え ほか 

 

※なお、展示室の修繕実施に伴う休館により、令和 8年度は博物館法に定められた年間

150 日以上の開館日数に満たない見込みです。別途、東京都に対して「休館届」を提出

します。 

 

 

以 上 


